




母乳のビタミン K濃度は,一般に低いとされているが,母親にビタミン Kを経口投与した場

合の乳汁中への移行について検討した。 

分娩後できるだけ早期,出来れば産褥第1日目から,8例の母親を対象にしてビタミンK2 10

㎎(エーザイ,ケイツーシロップ,MK-4)を毎日 1回,連日投与した。産褥後・母乳の分泌がお

こり,新生児が哺乳しても,余るような時期になって,哺乳後 15ml～30ml母乳を採取した。

ビタミン K2の服用は毎日朝 9時頃とし,採乳は大体午後 1時頃と一定にして行なった。K2

の服用は,採乳の出来た日で終了とし,以後は K2 の投与をせず採乳だけ,1～5 日間,連日に

行なった。ビタミン K2 の服用総量は 20～60mg となった。 

乳汁中,ビタミン K1,K2 の測定は,高速液体クロマトグラフィーによった。乳汁中の脂肪に

ついても同時に測定した。 

ビタミン K2 の投与量と,乳汁中濃度との関係は〔表 1〕に示す通りである。 


